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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月21日(2016.9.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用者が虚像と外景を視認可能な頭部装着型表示装置であって、
　前記使用者に視認させる前記虚像を形成する画像表示部と、
　前記外景に含まれる物体に対して、前記物体の外観に現れない情報である不可視情報を
重畳させるための重畳情報に基づく前記虚像を、前記画像表示部に形成させる重畳処理部
と、
を備える、頭部装着型表示装置。
【請求項２】
　請求項１記載の頭部装着型表示装置であって、
　前記重畳処理部は、
　所定の時間ごとに、前記外景に含まれる物体に応じた前記重畳情報に基づく前記虚像を
、前記画像表示部に繰り返し形成させる、頭部装着型表示装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２記載の頭部装着型表示装置であって、さらに、
　前記不可視情報を記憶する記憶部と、
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　前記頭部装着型表示装置を装着した状態における前記使用者の視界方向の外景の画像を
取得する画像取得部と、
を備え、
　前記重畳処理部は、
　前記画像取得部によって取得された前記視界方向の画像を画像認識することで前記外景
に含まれる前記物体の特徴を抽出し、
　抽出した前記特徴に基づいて前記記憶部に記憶されている前記物体の前記不可視情報を
補正することで、前記重畳情報を生成する、頭部装着型表示装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の頭部装着型表示装置であって、
　前記不可視情報は、前記物体の構造を表した画像である、頭部装着型表示装置。
【請求項５】
　請求項３または請求項４に記載の頭部装着型表示装置であって、
　前記特徴は、前記物体のエッジである、頭部装着型表示装置。
【請求項６】
　請求項３または請求項４に記載の頭部装着型表示装置であって、
　前記特徴は、前記物体に付されたマーカーである、頭部装着型表示装置。
【請求項７】
　請求項３から請求項６のいずれか一項に記載の頭部装着型表示装置であって、
　前記補正は、前記不可視情報を表す画像に対する、拡大と、縮小と、回転と、反転と、
トリミングと、歪みの付与と、ノイズの除去とのうちの少なくともいずれかである、頭部
装着型表示装置。
【請求項８】
　請求項３から請求項６のいずれか一項に記載の頭部装着型表示装置であって、
　前記補正は、前記不可視情報を表す画像を複数の領域に分割し、前記複数の領域のそれ
ぞれに対する、拡大と、縮小と、トリミングと、歪みの付与と、ノイズの除去とのうちの
少なくともいずれかである、頭部装着型表示装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の頭部装着型表示装置であって、
　前記重畳処理部は、
　前記使用者と前記物体の各部との間の距離を、三角測量を用いてそれぞれ計測し、
　前記計測の結果に応じて前記分割を行う、頭部装着型表示装置。
【請求項１０】
　請求項３から９のいずれか一項に記載の頭部装着型表示装置であって、
　前記重畳処理部は、前記使用者の視野内における視覚能力の程度を表す情報受容特性に
応じて、前記補正の精度を変える、頭部装着型表示装置。
【請求項１１】
　請求項３から１０のいずれか一項に記載の頭部装着型表示装置であって、さらに、
　前記使用者の視線を検出する視線検出部を備え、
　前記画像表示部は、前記使用者の右眼に対応した前記虚像と、前記使用者の左眼に対応
した前記虚像と、をそれぞれ形成し、
　前記重畳処理部は、さらに、
　前記視線検出部によって検出された前記視線から、前記使用者と、前記使用者が注視し
ている注視点との間の距離である注視点距離を求め、
　求めた前記注視点距離に応じた視差を付与した右眼用の前記重畳情報と左眼用の前記重
畳情報とを生成する、頭部装着型表示装置。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の頭部装着型表示装置であって、さらに、
　前記使用者と前記使用者が視認する前記虚像との間の複数の距離と、前記複数の距離に
それぞれ応じた視差と、が対応付けられた視差情報を備え、
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　前記重畳処理部は、前記視差情報を用いて、前記注視点距離に応じた視差を付与する、
頭部装着型表示装置。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の頭部装着型表示装置であって、
　複数の前記視差情報を備え、
　前記重畳処理部は、前記使用者に応じて、前記複数の視差情報から一の前記視差情報を
選択する、頭部装着型表示装置。
【請求項１４】
　請求項３から請求項１３のいずれか一項に記載の頭部装着型表示装置であって、さらに
、
　前記使用者の前記物体に対する位置を検出する位置検出部を備え、
　前記記憶部には、一の前記物体に対する複数の前記不可視情報が記憶されており、
　前記重畳処理部は、
　前記記憶部に記憶されている前記複数の不可視情報から、前記位置検出部によって検出
された前記位置に応じた一の不可視情報を選択し、選択した前記不可視情報を補正する、
頭部装着型表示装置。
【請求項１５】
　請求項３から請求項１４のいずれか一項に記載の頭部装着型表示装置であって、
　前記重畳処理部は、さらに、前記画像取得部によって取得された前記視界方向の画像か
ら、前記外景に含まれる前記物体の少なくとも一部を抽出して拡大した拡大情報を生成し
、
　前記画像表示部は、前記重畳情報と、前記拡大情報と、に基づく前記虚像を前記使用者
に視認させる、頭部装着型表示装置。
【請求項１６】
　請求項１から請求項１５のいずれか一項に記載の頭部装着型表示装置であって、
　前記重畳処理部は、前記使用者からの要求に応じて、前記虚像を非表示とする、頭部装
着型表示装置。
【請求項１７】
　請求項３から請求項１５のいずれか一項に記載の頭部装着型表示装置であって、さらに
、
　現在の手順について、前記使用者が実施すべき内容に関する情報である手順情報を生成
する手順管理部を備え、
　前記画像表示部は、前記重畳情報と、前記手順情報と、に基づく前記虚像を前記使用者
に視認させる、頭部装着型表示装置。
【請求項１８】
　請求項１７記載の頭部装着型表示装置であって、
　前記手順情報には、第三者が前記手順を模範的に実施している場面の画像と、個別具体
的な前記手順に際して使用者が実施すべき内容を表す画像と、の少なくともいずれか一方
が含まれる、頭部装着型表示装置。
【請求項１９】
　請求項１から請求項１８のいずれか一項に記載の頭部装着型表示装置であって、
　前記重畳処理部は、さらに、前記使用者の作業を補助するための付加的な情報である補
助情報を生成し、
　前記画像表示部は、前記重畳情報と、前記補助情報と、に基づく前記虚像を前記使用者
に視認させる、頭部装着型表示装置。
【請求項２０】
　請求項３から請求項１５のいずれか一項に記載の頭部装着型表示装置であって、
　前記重畳処理部は、さらに、前記画像取得部によって取得された前記視界方向の画像に
応じて、生成された前記重畳情報の視認性を向上させるための色変換処理を行う、頭部装
着型表示装置。
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【請求項２１】
　請求項１から請求項２０のいずれか一項に記載の頭部装着型表示装置であって、
　前記重畳処理部は、前記使用者からの要求に応じて、前記虚像として表示されている前
記重畳情報を、前記使用者の視界を妨げない位置へと退避させる、頭部装着型表示装置。
【請求項２２】
　請求項３から請求項１５のいずれか一項に記載の頭部装着型表示装置であって、
　前記重畳処理部は、前記画像取得部により取得された前記画像のうち、前記虚像の表示
領域と前記画像取得部の取得領域とが重複する重複領域に対して前記重畳情報を生成する
、頭部装着型表示装置。
【請求項２３】
　請求項１７または請求項１８に記載の頭部装着型表示装置であって、
　前記手順管理部は、前記画像取得部により取得された前記画像のうち、前記虚像の表示
領域と前記画像取得部の取得領域とが重複する重複領域に対して前記手順情報を生成する
、頭部装着型表示装置。
【請求項２４】
　使用者が虚像と外景を視認可能な頭部装着型表示装置の制御方法であって、
　（ａ）前記使用者に視認させる前記虚像を形成する工程と、
　（ｂ）前記外景に含まれる物体に対して、前記物体の外観に現れない情報である不可視
情報を重畳させるための重畳情報に基づく前記虚像を形成させる工程と、
を備える、頭部装着型表示装置の制御方法。
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